








幼児検尿における尿路感染症スクリーニングの可能性を検討する目的で,小児尿路感染症

の自然歴を調査した。無症候性尿録感染症が認められたことより,幼児検尿での尿路感染症

スクリーニングの必要性が検討されるべきと考えた。尿路奇形・尿路異常をともなう例で

は,再発や腎機能低下を認めるものがあり,試験紙法による尿スクリーニングのみだけでな

く,超音波診断の導入が望まれる。尿路感染症のスクリーニングには,対象年令,検査方法,

胱洗尿管逆流現象の発見・評価方法など,今後多くの解決すべき問題はあるが,その必要性

はあると考える。 


